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Ｘ線突発天体監視速報衛星こよう（KOYOH）は日本時間 2023年 12月 2日に米国ヴァンデンバーグ宇宙軍基
地から打ち上げられた 50kg級の大学衛星で、重力波を伴うガンマ線バースト（GRB）などのＸ線突発天体を観
測し、発生時刻と発生方向を速報することで、GRBと重力波との時間差によりGRBジェットの駆動源や放射構
造の解明を目指すほか、速報情報による対応天体の追観測促進など、マルチメッセンジャー天文学への貢献を目
指す理学ミッションを掲げている。ミッション機器として、1次元符号化マスクとシリコンストリップ型半導体
検出器による広視野Ｘ線検出器 T-LEXと、CsI(Tl)シンチレーターと半導体光センサーMPPCによるガンマ線
検出器KGDを搭載する。KOYOHは打ち上げ後、約 1ヶ月間のバス健全性の確認期間、4ヶ月間のテスト観測期
間を経て、2024年 4月 25日より定常運用へ移行し、スタートラッカーの不具合などバス系のトラブルを抱えつ
つも、突発天体を待ち受けるため観測時間を積み重ねる運用を続けてきた。ミッション機器で観測した分光デー
タについて、X線天文解析の標準ツールであるXspecや fits形式に準拠したデータの変換を進め、取得したバッ
クグラウンド観測データの支配成分が宇宙背景放射と無矛盾であるか、突発事象検知データの hardness ratioの
解析から起源についての検証を進めている。本講演では 1年を超えるこれまでの運用の概要と、進めている軌道
上観測データの解析状況について報告する。


